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リングせん嘴による上の性質

曰本人挙工学部  ヱ 妥  彩 内洋 秦
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W ttellmamの 力果 になる自形晰駒りものである。 巖 ま体oセ フヽトオスがなっいかしい,上 下印・を

直え″ぉよゞせん詢え勁 L均芋にイ` りヽせえないなどの燿口で ′従ス |?ガ ちtll`みらのヶ 、゙
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た o在 さな、、右土● 姥 色 ぼぇ。̀2,た 世婿 7`.2%′ 舞 隈好 3′ .οヨ%:そ の土́ 激導懃協成

,まロー1員示され`いう。また、こリガ蹴 のカサプランド:麦性口て“̀図-2のょぅにC‖にスιている
孔 0な い試カレ独 は、重往lο徽 ,あ ぐ|"ぃ の現場彼 2期  (DSギ コアカ″一

)モ ールド之均
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正恋称在= 1笏 2′λ鴫ん′′F.「0/_・ の3カをにええて,一つのモー`しドの上字

.下 ●」′0た 加え

て リングせん噺を々洸員た。なお、撃ηしたせ晦 はlるハπて̈しだミ制今,終 すう級なこn
の言1判時nほ 30′軌 与 ,文 ズレうはは 倅あ主千洵の夫 の々読)・瑳で商 tた。
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キ理猛うトリヤ火きく場けt相当すると思つに3  こ のな上のなテ涯蒻考歯は,・%彩 寃2,ガ縮おれ `
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